
【高学年１－３】な か よ し 広 場

― ｢心のノート｣を活用した取組み ―

自由と責任〔１－３〕(1) 主題名

自由を大切にしながらも，まわりの人のことを考えて責任ある行動をしようとす(2) ねらい

る心を育てる。

「なかよし広場」(3) 資料名

(4) 授業の展開例

学 習 活 動 主な発問と児童の心の動き 留 意 点

１ 「自由」につい ○「自由」という言葉からどんなこと ○「心のノート」P１８，１９導

て考える。 を思い浮かべますか。 を読み，考える。

・何でも自分で決められる。入

２ 資料を読み， ○あきらたちはどんな気持ちでソフト ○自分たちの好きなことをして

話し合う。 ボールをしているのでしょう。 充実しているあきらたちの気

・楽しくてしかたがない。 持ちをおさえる。

・多人数で盛り上がっているので，毎

日の生活にもはりがでている。

○おばさんに叱られたとき，あきらた ○自分たちの遊びを否定された

ちはどんなことを思ったでしょう。 ときのあきらたちの気持ちを

・ぼくたちの遊びのことだって考えて 想像させる。展

くれたらいい。

・道で遊んでいるわけではなく，ルー

ルは守っているはずだ。

３ あきらの心情 ◎あきらはなぜあやまりに行く気持ち ○なおとの言葉を考えさせた

について考える になったのでしょう。 り，どんな話合いがされたの。

・病気の人や赤ちゃんが安心して休め かを想像させる。

， 。ないなら それは自分たちのせいだ

・自分たちの好きなことばかりではな

， 。開 く 人の迷惑も考えないといけない

「 」４ 自分の生活を ○自分の自由を主張し，相手のことを ○自分たちの生活の中に 自由

振り返る。 考えなかったり規律ある行動ができ と「自分勝手」を取り違えた

なかったりしたことはないですか。 行動はないか考えさせる。

・遠足や修学旅行の乗り物の中で，つ

い気持ちが大きくなって，人の迷惑

を考えなかったことがある。

「 」 ， ，５ 心のノート ○あなたは｢自由｣をどのように大切に ○何かを判断し 行動するとき

P２０，２１を読 していきますか。 その結果に対して責任をもつ終

んで考える。 という気持ちの大切さに気付

・他人のことも考えながら行動したい かせる末 。



な
か
よ
し
広
場

ぼ
く
の
名
前
は
、
あ
き
ら
。
三
度
の
ご
は
ん
よ
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
好
き
。
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
さ
え
で
き
れ
ば
大
満
足
な
の
だ
。
そ
ん
な
ぼ
く
に
と
っ
て
近
ご
ろ
と
て
も
う
れ
し
い

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
学
校
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
の
が
は
や
っ
て
き
た
こ
と
だ
。

「
今
日
、
ソ
フ
ト
で
き
る
？
」

と
、
声
を
か
け
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
十
五
、
六
人
が
集
ま
る
。
今
ま
で
三
、
四
人
で

細
々
と
や
っ
て
い
た
の
を
思
う
と
毎
日
が
楽
し
く
て
し
か
た
が
な
い
。

今
日
も
い
つ
も
の
な
か
よ
し
広
場
で
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
試
合
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
な

か
よ
し
広
場
は
、
フ
ェ
ン
ス
の
上
に
ネ
ッ
ト
ま
で
張
ら
れ
て
い
て
、
み
ん
な
の
お
気
に
入

り
の
場
所
だ
。

相
手
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
な
お
と
。
ぼ
く
の
ラ
イ
バ
ル
だ
。
昨
日
も
空
振
り
の
三
振
に

か

ら

ぶ

さ

ん

し

ん

打
ち
取
ら
れ
て
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
た

（
今
日
こ
そ
打
っ
て
や
る

）
と
い
う
ぼ
く
の

。

。

く

や

気
合
を
入
れ
て
振
り
ぬ
い
た
バ
ッ
ト
は
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
手
ご
た
え
。
会
心
の
一
撃
だ
。

か

い

し

ん

い

ち

げ

き

天
に
も
上
る
気
持
ち
で
ベ
ー
ス
を
回
っ
た
。
大
喜
び
で
チ
ー
ム
の
み
ん
な
に
迎
え
ら
れ
る

は
ず
が
・
・
・
・
・

あ
れ
っ
？
）
な
ん
だ
か
様
子
が
お
か
し
い
。
ふ
と
気
が
つ
く
と
み

（

ん
な
が
困
っ
た
顔
を
し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
フ
ェ
ン
ス
を
越
え
、
近
く
の
家
に
ボ
ー
ル
が

こ

ま

こ

入
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

「
何
だ
、
ま
た
入
っ
た
の
か
。
し
ょ
う
が
な
い
な
。
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
こ
っ
ち

の
ボ
ー
ル
で
続
き
を
や
ろ
う
。
さ
っ
き
の
ボ
ー
ル
は
、
後
か
ら
と
り
に
行
け
ば
い
い

よ

」。
ぼ
く
は
、
自
分
の
チ
ー
ム
が
こ
う
げ
き
中
で
、
や
っ
と
同
点
に
追
い
つ
い
た
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
試
合
を
こ
の
ま
ま
続
け
よ
う
と
み
ん
な
に
声
を
か
け
た
。
み
ん
な
も
、
困
っ

た
よ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
も

「
あ
き
ら
が
そ
う
い
う
の
な
ら
・
・
・

」。

と
、
試
合
を
再
開
し
た
。
そ
れ
か
ら
点
を
と
っ
た
り
と
ら
れ
た
り
と
い
う
緊
張
し
た
試
合

き

ん

ち

ょ

う

が
続
い
て
、
ぼ
く
は
飛
ん
で
い
っ
た
ボ
ー
ル
の
こ
と
な
ん
か
す
っ
か
り
わ
す
れ
て
い
た
。

突
然
、
ボ
ー
ル
を
手
に
し
た
お
ば
さ
ん
が
怖
い
顔
を
し
て
ぼ
く
た
ち
を
ど
な
っ
た
。

こ

わ

「
あ
な
た
た
ち
、
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
ら
ど
う
す
る
の
よ
。
う
ち
に
は
病
気
の
年
よ
り
も
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
も
い
る
の
よ
。
こ
れ
じ
ゃ
あ
、
安
心
し
て
生
活
で
き
な
い

で
し
ょ
う
。
も
っ
と
打
ち
方
を
工
夫
す
る
と
か
考
え
て
遊
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
の
。
そ

れ
に
人
の
家
に
ボ
ー
ル
を
打
ち
込
ん
で
も
、
あ
や
ま
り
に
も
来
な
い
な
ん
て
ど
う
い
う

こ

つ
も
り
な
の

」。

ぼ
く
は

（
せ
っ
か
く
、
み
ん
な
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
に
・
・
・

）
と
不
満
に
思

、

。

っ
た
が
、
言
い
あ
ら
そ
い
を
し
て
も
し
か
た
が
な
い
の
で
、
す
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
引
き

上
げ
た
。

帰
り
道
に
ぼ
く
が
、

「
困
っ
た
な
あ
。
あ
れ
じ
ゃ
あ
、
も
う
広
場
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
な
い
な
あ
、
こ
れ

か
ら
い
っ
た
い
ど
こ
で
遊
べ
ば
い
い
ん
だ
よ

」。



と
言
う
と
、
な
お
と
が
、

「
ぼ
く
は
、
お
ば
さ
ん
の
気
持
ち
も
わ
か
る
な

」。

と
、
小
さ
な
声
で
言
っ
た
。

ぼ
く
は
、
一
晩
中
そ
の
こ
と
が
気
に
か
か
っ
た
。

次
の
日
の
放
課
後
、
み
ん
な
で
集
ま
る
と
昨
日
の
話
に
な
っ
た
。
み
ん
な
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
ぼ
く
は

（
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
な
あ

）
と
思
っ
た
。
み
ん

、

。

な
で
お
ば
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
あ
や
ま
り
に
い
く
こ
と
に
し
た
。

お
ば
さ
ん
の
家
を
訪
ね
、

た

ず

「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
ぐ
に
あ
や
ま
り
に
来
な
く
て
。
ぼ
く
た
ち
迷
わ
く
を
か
け
な

い
で
遊
べ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
す

」。

と
、
あ
や
ま
っ
た
。
す
る
と
、
お
ば
さ
ん
が
、

「
お
ば
さ
ん
の
ほ
う
こ
そ
、
大
き
な
声
で
ど
な
っ
た
り
し
て
悪
か
っ
た
わ
。
み
ん
な
の
よ

う
に
元
気
よ
く
外
で
遊
ん
で
い
る
の
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
る
の
よ
。
で
も

お
た
が
い
に
相
手
の
こ
と
も
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら

」。

と
、
や
さ
し
く
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

ぼ
く
は
、
昨
日
か
ら
も
や
も
や
し
て
い
た
気
持
ち
が
晴
れ
て
、
す
っ
き
り
と
し
た
気
持

ち
に
な
っ
て
い
た
。



活用に生かすための実践報告

◎ ｢なかよし広場｣

１ 主題の設定

・子どもたちは 自分がどうしてもやりたい楽，

しいことがあると自己中心的な価値観で物事を

判断しがちである 学校以外の生活場面の中で。

は それが顕著となり なかなか周りの人の迷， ，

惑を考えたり他者の立場になって自分の行動を

決定したりすることがむずかしい。この教材は，

子どもたちのくらしの中に実際にあったできご

とをもとに自作した 自分たちの権利ばかり主。

張するのではなく他者の立場も考えながら自由

を大切にしていく態度を育てたい。

２ 指導過程の工夫

・実践では資料を ｢なおとが ぼくは おばさ， 『 ，

んの気持ちもわかるな 』と小さな声で言った。

ことが気にかかった。｣というところで切った。

そして，｢もし自分があきらだったらどうす

るか｣と発問し，考えさせた。

・そして 自分だったらなかよし広場でのソフ，

トボールを続けるのか やめるのかについて理，

由をつけて発言させた 様々な価値観での発言。

を充分に聞きあった後 あきらたちがいけなか，

ったのはどこなのかを考えさせると自分たちの

くらしの中で 足りなかった部分を自分自身で，

内省していくことができると考える。

３ 発問の工夫

・ねらいに迫る中心的な発問を｢なぜ，あきら

は謝りに行く気になったのか｣に設定した。この

発問により 謝りに行く・行かないではなくど，

のような経過の中で あきらが心を動かされた，

のかについて迫ることができると考えたからで

ある。

４ 児童の反応

・やめる 子どもの勝手で年寄りや赤ちゃんの。

自由をとってはいけない。

・わたしがなかよし広場の隣の家でくらしてい

てボールがきたらすごく怖いし もし赤ちゃん，

にボールがあたってしまったら責任が取れない

のでやめます。

・病気の人や赤ちゃん 家族の人に迷惑がかか，

るのでもうやめた方がいいと思います。

・おばさんの気持ちを考えるとやめた方がいい。

・人に迷惑かけてまで 好きなことをしようと，

は思わない。

・迷う ご飯より好きなソフトボールは簡単に。

あきらめられないし 続けるといつかけが人が，

出てしまうかもしれない。

・続ける おばさんの気持ちもわかるけど や。 「

めろ というのはひどいと思う ぼくらも工夫。」 。

すればいいし おばさんも何か対策を考えてほ，

しい。

。・ソフトボールをあきらめることはできない

おばさんはぼくたちの気持ちを考えないで一方

的だ 相手の立場というのならお互いが考えな。

いといけない。

・好きなことだからそう簡単にあきらめられな

い。

・それぞれの立場をはっきりさせて 自由と責，

任について自分の考えを発表し合った 授業の。

中で 互いに わたしは 赤ちゃんがけがする， 「 ，

かもしれないと思うと絶対に続けることはでき

ないけど 続けるという人は赤ちゃんやお年寄，

りはどうなってもいいんですか やめるとい。」「

う人は 自分の好きなことを本当にそんなに簡，

単にあきらめられるんですか 」というように自。

分と違う立場の意見を詳しく聞きながら自分の

考えをよりはっきりさせていた。

・ ぼくは最初，今度から気をつければいいの「

でソフトボールは続けようと思っていましたが，

みんなの意見を聞いて他の人に迷惑がかかるな

らやめた方がいいと思いました 」というよう。

に授業後に立場が変わる子は多かった。

５ 実践者からの一言

・実際にソフトボールで盛り上がっている男子

の中にはなかなか相手の立場からものを考える

ことができず 「ぼくたちの立場も考えてもら，

いたい 」という気持ちを切り替えることがむ。

ずかしい児童もいたが それが 自分勝手とい，「 ，

うんだと思います 」という発言が子どもの中。

から出て 自分のくらしを振り返って考えてい，

，くには適した資料であった。運動場の使い方

登校班での行動 自分ではきちんとやっている，

つもりでもまだまだ自分勝手なこれと似たよう

な行動は子どもたちからたくさん出てきた。

（ ）道上小学校 高垣和子




